
一
、
ま
え
が
き

一
八
世
紀
前
半
、
産
科
学
が
近
代
化
す
る
過
程
に
お
い
て
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
乏
旨
幽
日
、
日
の
臣
の
（
以
後
ｗ
・
Ｓ
・
と
略
す
）
は
、
一
六

九
七
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
片
田
舎
ラ
ナ
ー
ク
冒
回
騨
鳥
に
生
れ
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
で
医
学
を
学
ん
だ
の
ち
郷
里
に
帰
り
、
実
地
医
家
と
し
て

二
○
年
を
送
っ
た
。
四
二
歳
の
時
ロ
ン
ド
ン
に
移
り
産
科
臨
床
医
兼
助
産
学
教
師
と
し
て
二
○
年
間
、
遂
に
《
《
目
胃
冨
農
目
島
国
屋
号

冨
丘
鼠
庁
ご
）
》
と
い
わ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
六
二
歳
の
時
、
病
を
得
て
郷
里
に
隠
退
し
四
年
後
の
一
七
六
三
年
に
死
亡
し
た
。

一
八
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
で
も
日
本
で
も
、
助
産
学
は
中
世
的
な
旧
態
か
ら
脱
皮
し
て
近
代
的
管
理
へ
と
成
長
し
て
い
っ
た
。
分
娩
機
転
の

解
明
と
産
科
器
械
の
応
用
は
、
分
娩
に
関
す
る
主
導
権
を
産
婆
（
ｇ
匡
芝
芹
）
か
ら
男
性
で
あ
る
産
科
医
へ
と
変
え
て
い
っ
た
。
筆
者
は
賀
川
玄

悦
（
一
七
○
○
’
一
七
七
七
）
の
業
績
研
究
の
過
程
に
お
い
て
、
ｗ
ｏ
Ｓ
・
と
玄
悦
と
の
間
に
相
似
性
を
見
出
し
て
、
ｗ
・
Ｓ
◆
の
人
物
像
に
強

い
関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
た
ま
た
ま
一
九
八
四
年
四
月
三
○
日
・
五
月
一
日
に
ラ
ナ
ー
ク
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
勿
論
短
時
日
の

走
馬
看
花
的
な
探
訪
で
あ
り
、
か
つ
研
究
不
足
で
は
あ
る
が
、
Ｗ
・
Ｓ
・
の
今
に
残
る
遺
跡
と
資
料
に
つ
い
て
報
告
す
る
と
と
も
に
若
干
の
考

察
を
加
え
る
。 ウ

ィ
リ
ア
ム
・
ス
メ
リ
ー
の
遺
跡
と
人
物
像

騏
轤
藏
攪
弄
一
鑑
詣
昭
和
六
十
年
四
月
二
十
二
日
受
付

杉
立
義
一
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第
三
の
橋
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
助
産
術
の
教
師
と
し
て
、
偉
大
さ
と
名
声
を
得
た
時
期
。

一
七
三
九
、
ラ
ナ
ー
ク
を
後
に
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
移
る
。
し
か
し
ｗ
・
Ｓ
・
の
意
欲
を
満
た
す
何
物
も
見
出
せ
な
い
の
で
、
パ
リ
ー
に
行
き

の
『
品
○
胃
に
師
事
し
て
骨
盤
フ
ァ
ン
ト
ー
ム
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
ロ
ン
ド
ン
に
帰
る
。
一
七
四
一
年
ま
で
は
弓
筐
冨
豐
に
住
ん
だ
が
、

そ
の
後
。
①
胃
幽
且
聾
．
葛
画
ａ
ｏ
員
驚
．
に
移
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
武
骨
者
と
か
男
産
婆
冒
目
‐
冒
拭
昌
庁
と
い
わ
れ
て
対
抗
者
も

多
か
っ
た
が
、
一
○
年
間
に
二
八
○
回
以
上
講
習
会
を
持
ち
、
九
○
○
人
以
上
が
受
講
し
、
二
○
○
人
以
上
の
貧
し
い
婦
人
達
の
分
娩
を
経

宗
三
目
Ｆ
Ｆ
崗
陵
冨
露
昌
国

の
橋
に
た
と
え
て
い
る
。

こ
の
間
、
自
バ

ン
に
移
住
す
る
。

第
一
の
橋
学
校
と
医
学
見
習
生
の
時
期

一
六
九
七
、
ラ
ナ
ー
ク
で
出
生
、
月
日
は
不
詳
、
父
は
ど
。
匡
冨
鹿
の
日
の
臣
。
』
母
は
殴
目
〆
２
口
の
島
。

グ
ラ
マ
ス
ク
ー
ル
を
卒
業
後
、
ラ
ナ
ー
ク
の
開
業
医
に
薬
剤
師
見
習
と
し
て
勤
務
。

グ
ラ
ス
ゴ
ー
に
行
き
、
胃
．
旨
冒
Ｑ
ｏ
ａ
ｏ
ｐ
に
年
季
奉
公
し
て
医
学
を
学
ぶ
。

第
二
の
橋
田
舎
で
開
業
し
な
が
ら
将
来
へ
の
準
備
と
自
己
教
育
の
時
期

一
七
二
○
、
ラ
ナ
ー
ク
に
帰
り
村
医
ぐ
筐
侭
①
ロ
○
ｇ
ｏ
曙
と
し
て
開
業
。
そ
の
場
所
は
後
年
彼
の
名
を
と
っ
て
、
日
三
盲
目
と
い
わ
れ
る
。

一
七
二
三
、
固
眉
冨
旨
胃
烏
艮
と
隣
町
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
教
会
で
結
婚
。

一
七
三
三
、
蜀
胃
巳
ご
昌
弔
ご
骨
旨
易
四
目
Ｑ
の
巨
侭
の
○
口
、
具
皀
四
侭
○
葛
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る
。

こ
の
間
、
自
分
の
産
科
知
識
の
不
足
を
痛
感
し
、
た
ま
た
ま
フ
ラ
ン
ス
製
産
科
鉗
子
の
図
を
雑
誌
で
見
た
こ
と
も
誘
因
と
な
っ
て
、
ロ
ン
ド

二
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ス
メ
リ
ー
の
略
年
記

印
冨
国
Ｆ
自
国
〕
の
著
者
閃
・
葛
．
冒
冒
“
８
国
⑦
は
、
ｗ
・
Ｓ
・
の
六
○
年
に
わ
た
る
生
涯
を
二
○
年
毎
に
ア
ー
チ
を
画
く
三
つ
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一
七
五
一
、
弓
局
３
房
①
ぐ
巳
．
Ｆ
を
刊
行
。

一
七
五
四
、
ど
〕
胃
．
弓
画
匡
の
”
及
び
弓
『
の
昌
函
の
ぐ
巳
．
頤
を
刊
行
。

一
七
五
九
夏
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
激
し
い
不
僥
の
生
活
の
結
果
、
年
齢
に
よ
る
手
指
の
感
覚
の
鈍
麻
を
感
じ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
こ
で
隠
退
を

決
意
し
後
の
仕
事
を
妻
の
姪
の
夫
］
・
冒
国
凹
昌
の
に
譲
り
、
ラ
ナ
ー
ク
に
帰
り
⑫
ｇ
『
旨
冒
に
小
さ
な
家
を
建
て
て
住
む
。

一
七
六
三
、
三
月
五
日
、
喘
息
と
昏
睡
に
よ
り
死
亡
し
、
聾
．
〆
の
。
厨
の
ｇ
の
墓
地
に
葬
る
。

一
七
六
四
、
目
胃
３
房
①
ぐ
巳
．
学
刊
行
。

一
七
六
九
、
六
月
二
七
日
、
妻
團
嘗
目
冒
烏
且
死
亡
。

験
す
る
。

一
七
四

夛
国
①
Ｑ
一
○
』
ロ
①

三
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ス
メ
リ
ー
の
遺
跡

ｗ
・
Ｓ
・
の
郷
里
ラ
ナ
ー
ク
は
グ
ラ
ス
ゞ
コ
ー
の
南
東
二
四
マ
イ
ル
、
エ
ジ
ソ
、
く
う
の
南
西
三
三
マ
イ
ル
に
位
置
す
る
。
一
七
世
紀
の
末
期
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
貧
し
く
穀
物
は
実
ら
ず
、
多
く
の
人
々
が
飢
餓
の
た
め
に
死
亡
す
る
と
い
う
年
が
つ
づ
い
た
。
ｗ
・
Ｓ
・
が
学
童
の
頃
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
同
盟
が
結
ば
れ
た
。
ラ
ナ
ー
ク
は
、
そ
の
当
時
人
口
二
○
○
○
人
の
小
さ
な
町
で
あ
っ
た
が
、
歴
史
的

に
は
一
○
世
紀
ま
で
遡
る
古
い
町
で
あ
っ
た
。
羊
毛
貿
易
の
中
心
で
あ
り
、
ラ
ナ
、
ｌ
ク
シ
ャ
ァ
の
州
都
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
た
。

⑩
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
メ
リ
ー
記
念
病
院
葛
目
目
衿
昌
の
冨
両
伊
国
園
冨
画
巨
○
冒
嬉
虐
題
○
用
目
シ
Ｆ

グ
ラ
ス
。
コ
ー
よ
り
国
道
を
南
下
し
途
中
よ
り
左
方
（
東
方
）
に
わ
か
れ
て
進
む
。
三
○
分
余
走
る
と
前
方
の
丘
陵
に
ラ
ナ
ー
ク
の
町
が
見
え

て
き
た
。
町
に
入
る
手
前
の
左
手
に
、
Ｗ
・
Ｓ
・
の
記
念
病
院
が
あ
っ
た
。
院
長
の
胃
・
乏
晨
四
日
目
．
函
目
昌
皇
に
迎
え
ら
れ
た
。

七
四
五
、
ロ
ン
ド

回
国
①
を
受
け
る
。

ロ
ン
ド
ン
の
三
人
の
医
師
の
証
明
と
彼
の
よ
く
知
ら
れ
た
活
動
に
よ
っ
て
、
グ
ラ
ス
零
コ
１
大
学
よ
り
学
位
己
ｏ
ｇ
ｏ
３
蔚
旦
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記
念
病
院
よ
り
車
で
数
分
、
町
の
中
の
や
や
上
り
道
を
進
承
、
登
り
き
っ
た
広
い
場
所
に
聾
．
〆
①
目
鴨
目
の
墓
地
が
あ
っ
た
。
こ
こ
は

一
二
世
紀
に
建
て
ら
れ
た
陣
．
沢
ｇ
侭
①
目
教
会
の
跡
で
、
今
は
そ
の
柱
と
基
礎
の
壁
だ
け
が
残
っ
て
い
た
。
そ
の
広
い
墓
地
に
は
黒
ず
ん
だ

墓
石
が
多
数
立
て
て
あ
り
、
墓
地
の
中
央
に
あ
る
教
会
の
遺
跡
の
壁
に
接
し
て
、
写
真
の
よ
う
な
立
派
な
霊
室
が
あ
っ
た
。
こ
れ
が
Ｗ
・
Ｓ
・

の
墓
で
あ
り
、
墓
守
に
頼
ん
で
扉
を
開
け
て
も
ら
い
中
に
入
っ
た
。

二
坪
位
の
広
さ
で
あ
る
。
奥
の
立
石
は
Ｗ
・
Ｓ
・
の
両
親
の
墓
石
で
あ
り
、
そ
の
前
に
置
か
れ
た
扁
平
な
石
が
ｗ
・
Ｓ
・
夫
妻
の
墓
石
で
あ

っ
た
。
そ
の
碑
文
を
掲
げ
る
。

冒
閏
○
胃
９
回
（
出
○
国
ｏ
●
扇
閃
の
眉
目
①
９
５
目

図1ウィリアム リー記念病院スメ

院
長
室
の
壁
面
に
は
ｗ
・
Ｓ
・
夫
妻
の
写
真
・
両
親
の
写
真
及
び
門
人
の
葛
旨
餌
日
出
巨
旨
目

ら
の
写
真
が
か
け
て
あ
っ
た
。
そ
の
著
書
シ
ロ
呉
．
目
画
匡
①
い
の
初
版
本
が
ガ
ラ
ス
ヶ
ー
ス
の
中

に
開
い
て
展
示
し
て
あ
っ
た
。
こ
の
病
院
は
年
間
千
五
百
余
件
の
分
娩
を
扱
う
ラ
ナ
ー
ク
地
区

の
中
心
的
産
科
病
院
で
あ
る
。

本
館
の
前
庭
に
ブ
ロ
ン
ズ
の
母
子
像
が
建
て
て
あ
り
、
そ
の
前
に
ｗ
・
Ｓ
・
の
メ
モ
リ
ア
ル

ス
ト
ー
ン
が
置
か
れ
て
い
た
。
そ
の
碑
文
は
、

目
ｚ
国
Ｏ
ｚ
Ｏ
ご
閃
同
ロ
冒
国
巨
○
閃
唱
○
国
夛
自
Ｆ
Ｆ
胃
シ
員
、
冒
因
Ｆ
Ｆ
胃
国
諺

閃
固
く
○
Ｆ
ご
目
閂
Ｏ
ｚ
胃
国
固
口
目
国
因
弔
詞
シ
○
月
胃
○
国
○
国
○
園
、
自
国
目
閃
胃
０
，

国
国
昇
ご
少
、
国
○
詞
ｚ
少
目
Ｆ
シ
ｚ
シ
崩
〆
胃
Ｚ
目
閏
固
閨
固
シ
”
岳
弓
．
シ
ｚ
ロ

ロ
胃
国
ロ
自
国
国
”
国
目
ｚ
司
国
固
哩
国
酔
”
局
９
．

⑨
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
メ
リ
ー
の
墓
聾
．
〆
ｇ
縁
の
目
墓
地
。

①
詞
シ
ロ
ロ
シ
自
国
○
国
目
西
国
ご
ｚ
胃
ぐ
固
困
の
閂
自
国
○
田
①
胃
シ
の
①
○
昇
三
三
『
国
○

（“） 506



こ
れ
ら
ｗ
・
Ｓ
・
父
子
の
墓
は
決
し
て
華
麗
・
豪
華
な
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
単
純
且
つ
簡
潔
で
は
あ
る
が
、
甚
だ
厳
粛
な
も
の
で
あ

る
。
然
し
な
が
ら
ス
メ
リ
ー
家
の
墓
は
、
こ
の
墓
地
で
は
格
段
に
立
派
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
三
一
年
に
エ
ジ
ン
バ
ラ
と
グ
ラ
ス
寺
コ
ー
の
産
科

学
会
に
よ
っ
て
改
修
さ
れ
て
、
現
在
み
る
よ
う
な
姿
に
な
っ
た
。

Ｗ
・
Ｓ
・
の
父
腎
ｏ
匡
冨
丘
、
目
①
罠
①
は
当
時
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
教
会
会
議
に
出
席
し
ま
た
長
老
に
指
名
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て

も
、
ラ
ナ
ー
ク
の
人
望
家
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
母
の
留
箇
〆
８
口
の
島
は
隣
接
地
の
小
地
主
階
級
の
出
身
で
あ
る
。
こ
の
両
親
の
も

と
で
キ
リ
ス
ト
教
的
道
徳
を
身
に
つ
け
て
、
快
適
で
善
良
な
雰
囲
気
の
中
で
成
長
し
た
。

③
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ス
メ
リ
ー
の
蔵
書
目
且
§
、
冒
吻
昏
員
③

墓
地
の
前
に
は
大
き
な
家
畜
市
場
が
あ
り
、
そ
の
横
を
通
っ
て
坂
を
二
、
三
百
メ
ー
ト
ル
下
っ
た
所
に
目
且
“
里
冒
“
昏
具
の
が
あ
っ
た
。

町
の
小
さ
な
図
書
館
兼
公
民
館
と
い
っ
た
感
じ
の
建
物
で
あ
る
。
そ
の
一
階
の
一
隅
に
写
真
の
よ
う
な
書
棚
が
一
台
あ
り
、
革
表
紙
で
同
じ
よ

蕊鍵…
蕊

=：:…§ 鐵

四
ｍ
の
Ｑ
『
画

図2ウィリアム･スメリーの墓

国
９
①
辱
①
唖
留
日
尻
①
ロ
ロ
の
島
名
○
畠
①
８
Ｐ
Ｒ
巨
富
犀

野
口
⑦
冒
肘
旨
Ｆ
閏
国
鳥
葛
彦
○
○
四
国
５
日
５
号
厨
岸
諦

シ
も
皇
①
」
の
、
『
閏
己
包
①
も
閏
．
訂
Ｑ
Ｐ
で
昌
冒
四
○
』
司
画
式

ン
骨
８
号
の
箇
丘
ン
再
○
屋
ず
ゆ
丘
、
目
①
罠
①
与
ｇ
声
①
門
①
冬
彦
○

＆
①
Ｑ
」
自
国
の
四
回
」
『
四
ｍ
シ
四
①
Ｑ
凶
・

弓
彦
厨
房
己
ｏ
ｇ
ｇ
ぐ
く
筐
国
目
、
昌
局
屋
①
が
国
巨
昌
巴
‐
も
毎
月
・

ダ
ミ
医
○
ユ
』
①
Ｑ
夛
自
四
局
○
ず
印
弄
彦
胃
司
つ
い
画
的
の
Ｑ
ｍ
ｍ
，

国
⑦
局
①
写
①
“
固
匡
も
彦
四
国
閃
。
Ｈ
］
四
国
具
函
も
○
口
の
⑦
８
舜
嵌
①
切
煙
匡

堅

ｂ
Ｏ
ｇ
自
陣
目
①
崖
①
葛
医
Ｏ
ｓ
ａ
］
巨
固
の
い
『
昏
骨
『
の
鱒
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ラ

ナ

ク

の

古
地

図
を
拳

る

と

聾

〆
①

具図3ウィリアム・スメリーの蔵書
侭．
9

口 だば した 一重ま言書う
墓。 れ て ラ （ 4 ） 椅九したに籍こに
地スた開ナ“子三 てはよもれ装
の メ 。 業 1 日 二 六ラエつあら訂
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・線縁 蕊窯震蕊
譲舞。ミゼ霞鯉“て五峡堤蝕姪 帰 る 二
のりて○ 書面上ル、。学。

雷年長塩淵シシ、o，年
月ろ昌営改Fo一らの

蕊卜職：
国地冒一
四に口七

昌小ま三

目鳶を皇驚冒V夏§卑

悪懸
た住と家用れを書の等
・ん呼とし、尊館遺の

四
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ス
メ
リ
ー
の
著
書
・
肖
像
・
器
具
等

ｗ
・
Ｓ
・
の
著
書
と
し
て
次
の
二
種
の
大
著
が
あ
る
。

少
弓
局
創
目
①
○
昌
岳
①
弓
胃
○
暑
胃
己
厚
四
８
ｏ
①
島
冨
箆
弓
静
暑
（
以
後
『
胃
３
９
の
と
略
す
）

血

早

口

シ
、
曾
呉
シ
ロ
鼻
自
己
。
巴
目
創
匡
の
吻
夛
茸
毎
国
×
ロ
四
国
呉
】
○
易
）
口
冒
Ｑ
四
目
少
胃
箆
唱
昌
の
日
負
号
⑦
宅
圃
ｏ
ｐ
ｏ
①
具
夛
【
丘
言
秤
庁
ｑ
』
葛
犀
〕
画
く
局
乏
さ
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筐
冒
胃
昌
①
四
目
門
①
卸
房
⑦
○
画
昏
鼻
呂
互
①
ｇ
四
国
Ｑ
８
斤
８
○
口
ｇ
ｏ
鵲
①
唖
．
（
以
後
シ
目
胃
．
弓
画
匡
①
い
と
略
す
）

国
８
房
①
の
第
一
巻
は
一
七
五
一
年
二
月
に
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
時
ま
で
に
ｗ
・
Ｓ
・
は
既
に
ロ
ン
ド
ン
で
十
年
間
に
わ
た
る

実
地
と
教
育
の
経
験
を
つ
ん
で
お
り
、
そ
の
成
果
を
門
弟
達
に
伝
え
た
い
と
い
う
彼
の
強
い
願
望
を
ゑ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
巻
（
副
題
・

少
９
扁
呂
。
国
・
胃
四
ｍ
①
“
四
目
・
宮
”
ｇ
目
。
昌
吻
旨
目
今
静
邑
は
一
七
五
四
年
に
出
版
さ
れ
た
。
第
三
巻
（
副
題
・
Ｐ
９
扁
昌
。
旨
・
ざ
鳥
目
目
冒
邑

８
唖
陽
画
目
・
宮
の
『
ぐ
農
。
目
唖
冒
目
号
岸
己
は
、
ｗ
・
Ｓ
・
の
死
後
、
一
七
六
四
年
に
出
版
さ
れ
た
。

皆
目
③
弓
画
匡
①
唖
は
国
①
騨
爵
⑦
の
実
例
図
表
と
し
て
一
七
五
四
年
に
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
さ
れ
た
弓
冒
版
で
あ
る
。
こ
の
書
は
英
国
で
も
度

度
版
を
重
ね
た
ば
か
り
で
な
く
、
独
。
仏
・
蘭
・
米
の
各
国
語
に
翻
訳
さ
れ
て
一
八
世
紀
後
半
の
産
科
学
教
本
と
な
っ
た
。

臂
員
．
目
凹
こ
の
”
は
わ
が
国
に
も
舶
載
さ
れ
て
、
大
通
詞
楢
林
重
右
衛
門
が
明
和
七
年
（
一
七
七
○
）
に
江
戸
に
も
た
ら
し
、
こ
れ
を
見
た
杉

田
玄
白
は
『
解
体
新
書
」
の
中
で
賀
川
玄
悦
の
上
替
下
首
説
を
肯
定
す
る
資
料
と
し
て
こ
の
書
に
ふ
れ
て
い
る
。
更
に
片
倉
鶴
陵
は
『
産
科
発

蒙
』
の
中
に
シ
ご
具
．
目
画
匡
の
“
の
第
一
六
・
一
七
の
二
図
を
木
版
で
の
せ
、
産
科
鉗
子
を
死
中
求
活
之
一
奇
器
也
と
の
べ
て
い
る
。
ま
た
『
解

剖
存
真
図
』
に
も
、
シ
邑
昌
．
周
画
匡
の
唖
の
第
六
図
を
の
せ
て
い
る
。

の
閃
く
日
乱
蔦
が
画
い
た
シ
ご
具
．
弓
幽
こ
の
い
の
挿
図
の
原
画
厚
、
言
巨
働
日
西
目
昌
嗣
爵
冒
こ
い
２
日
．
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
内
。

葛
罠
四
日
国
巨
昌
の
局
（
一
七
一
八
’
一
七
八
三
）
は
弟
の
曽
冒
国
ロ
ロ
目
と
と
も
に
、
ハ
ン
タ
ー
兄
弟
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
ｗ
・
ハ
ン
タ
ー
は

一
七
四
一
年
、
ハ
ミ
ル
ト
ン
を
去
っ
て
ロ
ン
ド
ン
に
移
り
、
ｗ
・
Ｓ
・
と
生
活
を
共
に
し
な
が
ら
産
科
を
学
ん
だ
。
ｗ
・
Ｓ
・
が
貧
困
階
層
を

対
象
と
し
た
の
に
対
し
、
Ｗ
・
ハ
ン
タ
ー
は
上
層
階
層
の
婦
人
を
患
者
と
し
た
。
彼
は
助
産
学
ば
か
り
で
な
く
解
剖
学
の
教
師
で
も
あ
っ
た
。

一
七
七
四
年
に
弓
胃
シ
ロ
異
○
日
琶
○
国
胃
国
匡
日
四
目
⑦
国
ぐ
匙
ご
目
巨
の
を
刊
行
し
た
。

シ
邑
胃
．
弓
凹
匡
の
碗
の
挿
図
の
原
画
の
う
ち
、
閃
冒
日
己
涛
の
画
い
た
二
五
の
原
画
は
、
旨
冒
国
凹
昌
①
の
死
後
、
一
七
七
○
年
の
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
で
ｗ
・
ハ
ン
タ
ー
が
買
い
と
り
、
ハ
ン
タ
ー
の
死
後
、
彼
の
他
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
共
に
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
に
残
さ
れ
た
。

②
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
メ
リ
ー
の
自
画
像
弱
。
冨
］
Ｃ
Ｏ
岸
鴨
島
普
侭
の
。
易
９
国
９
号
貝
瞥
．
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薄
薄

肖
像
の
コ
ピ
ー
は
二
点
あ
り
、
己
画
く
丘
と
冒
口
に
よ
っ
て
一
九
三
二
年
に
作
ら
れ
た
。
一
つ
は
閃
昌
匙
○
呂
の
鴨
ｇ
ｏ
冨
目
骨
冒
旨
唖
脚
己

①
冒
画
①
８
盲
唱
農
具
Ｆ
ｏ
ａ
。
画
に
あ
り
、
他
の
一
つ
は
匡
且
唖
皇
冒
吻
昌
員
①
に
あ
っ
た
が
、
今
は
見
当
ら
な
い
。

⑥
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
メ
リ
ー
の
産
科
器
械
○
冨
訂
目
。
巴
冨
巨
唾
２
日
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
。

㈹
○
瞥
眉
日
が
画
い
た
シ
昌
胃
．
目
騨
匡
の
い
の
挿
図
の
原
画
。

閃
○
百
］
ｏ
呂
品
①
昌
弔
ご
唖
置
騨
冒
“
具
因
島
号
冒
瞥
に
二
図
あ
る
。
ま
た
こ
れ
と
同
一
の
原
画
が
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
も
あ
る
が
、
こ
れ
は

ｏ
貰
息
印
篇
の
自
家
保
存
用
で
あ
っ
た
も
の
。

別
，
シ
ご
胃
．
弓
画
匡
⑦
ｍ
、
弓
彦
①
葛
堅
］
８
日
①
旨
昌
冒
蔚
さ
局
号
①
国
房
ｇ
ｑ
具
冒
①
ａ
。
旨
の

碑
旨
胃
．
目
騨
匡
の
唖
は
一
七
五
四
年
ロ
ン
ド
ン
で
初
版
刊
行
以
後
、
英
・
独
・
仏
・
蘭
・
米
の
各
国
で
度
盈
版
を
重
ね
た
。
こ
の
研
究
所
の
図

書
室
に
は
次
の
版
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
（
”
。
且
９
馬
鴨
具
国
曽
嵐
：
呉
冒
且
。
口
内
の
ゥ
エ
ル
ヵ
ム
研
究
所
分
室
所
蔵
の
も
の
も
含
む
）

］
胃
＆
罠
○
旨
き
旨
＄
亘
昌
①
“
弓
農
間
Ｃ
ａ
Ｏ
画
３
部

510（48）



画
且
ａ
冨
○
昌
巨
ざ
忠
巨
．
弓
臼
Ｐ
Ｃ
目
○
国
４
部

ｚ
①
葛
巴
罵
○
国
ざ
旨
＄
且
．
ご
臼
Ｆ
ｏ
ａ
ｏ
目
１
部

ｚ
①
葛
且
蔑
○
目
き
豆
．
弓
鵲
国
９
号
貝
警
１
部

ｚ
命
夛
『
＆
冨
○
旨
ち
豆
．
ご
ｇ
固
段
号
胃
答
１
部

ｚ
①
弓
＆
箇
○
目
合
営
．
弓
隠
国
豊
号
胃
警
１
部

シ
日
目
８
．
国
閏
巨
胃
。
口
吻
旨
匙
菖
浄
昌
四
国
ｇ
普
局
罠
⑦
嘩
諏
シ
ロ
呉
．
弓
凹
匡
①
“
・
弓
弓
．
届
９
号
乱
且
の
ぎ
匡
創
各
１
部

ロ
ン
ド
ン
で
は
な
い
が
、
ジ
ョ
ン
ス
・
ホ
。
フ
キ
ン
ス
大
学
ウ
エ
ル
チ
図
書
館
に
は
初
版
を
含
め
数
部
あ
り
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
医
学
史
研
究
所

に
は
、
シ
ロ
具
．
弓
鼬
匡
①
い
の
次
の
版
が
あ
る
。

画
且
且
嵐
ｏ
ｐ
さ
盲
＄
豆
．
弓
臼
Ｆ
ｏ
且
○
口
－
部

①
９
日
騨
口
Ｆ
農
自
営
５
＄
己
．
弓
認
ｚ
胃
号
の
品
２
部

な
お
同
研
究
所
に
は
園
８
房
①
が
四
部
あ
る
。
二
部
は
Ｆ
ｏ
ａ
ｏ
ｐ
版
、
二
部
は
固
員
、
版
で
あ
り
、
何
れ
も
第
二
版
で
あ
る
。
胃
３
房
の
は

欧
米
の
有
名
ラ
イ
尋
フ
ラ
リ
ー
の
蔵
書
中
に
も
、
所
蔵
さ
れ
る
例
が
少
く
ま
た
古
書
市
場
に
も
、
そ
の
名
が
出
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
。
こ
れ
は
版

行
回
数
・
部
数
と
も
に
シ
旨
胃
．
目
創
匡
①
唾
に
比
し
て
格
段
に
少
か
つ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
わ
が
国
に
現
存
す
る
シ
昌
呉
．
目
号
厨
の
所
在
を
み
る
。
平
戸
の
松
浦
資
料
博
物
館
に
あ
る
初
版
本
は
、
松
浦
静
山
が
一
七
八
○
年
代

に
入
手
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
版
（
一
七
六
六
）
も
舶
載
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
吉
田
長
淑
の
「
和
蘭
書
籍
目
録
」
か
ら

わ
か
る
が
、
現
在
そ
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
他
に
、
わ
が
国
に
は
シ
昌
昌
．
弓
画
匡
①
い
の
初
版
・
二
版
の
フ
ォ
リ
オ
版
が
三
部
現
存
し
て

わ
か
る
が
、
現
今

い
る
の
を
見
た
。

次
に
筆
者
が
蒐
集
す
る
こ
と
の
で
き
た
シ
ロ
呉
．
目
鱒
匡
の
い
の
諸
版
を
列
記
す
る
。
（
各
一
部
宛
）

冒
庁
且
匿
○
国
３
］
ざ
患
已
．
弓
農
Ｆ
ｏ
冒
堅
○
口
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初
版
の
み
シ
牙
茸
ｇ
堅

固
●
３
３
と
し
て
で
て
い
る
。

筆
者
は
Ｐ
昌
貝
．
Ｈ
騨
匡
①
唾
が
わ
が
国
に
舶
載
さ
れ
た
正
確
な
時
期
を
知
り
た
い
と
思
い
、
一
九
八
三
年
四
月
二
十
八
日
、
ハ
ー
グ
に
あ
る
オ

ラ
ン
ダ
国
立
公
文
書
館
に
お
い
て
、
胃
．
旨
・
国
・
ぐ
．
○
℃
駕
農
と
と
も
に
一
七
七
○
年
前
後
の
長
崎
の
蘭
館
か
ら
本
国
へ
の
報
告
文
書
を
克
明

。
①
貝
昌
四
回
Ｆ
昌
旨
さ
旨
＄
己
．
ご
認
ｚ
胃
口
冨
凋

国
○
巖
巳
旦
（
弓
『
８
房
の
ト
ヰ
丹
）
忠
巨
．
弓
＄
ど
昌
駕
①
ａ
閏
巳

ｚ
⑦
言
且
旨
○
口
ち
豆
．
弓
、
『
国
島
冒
す
自
侭
彦

シ
日
①
昼
。
い
い
①
己
．
胃
『
“
③
国
○
稗
○
口

シ
日
日
旨
い
心
。
（
心
ら
且
．
骨
『
の
唖
》
く
○
月
の
ｍ
厨
局

の
９
日
脚
目
き
己
．
局
①
『
シ
巨
噸
目
号
匡
侭

な
お
筆
者
は
未
確
認
で
は
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
版
（
弓
罵
》
弓
＄
、
闘
易
）
も
あ
る
。

シ
牙
《
○
局
シ
自
画
計
．
目
脚
匡
。
“
（
南
。
］
』
。
）
は
刊
行
の
二
年
前
か
ら
趣
意
害
を
発
行
し
て
予
約
者
を
募
り
、
一
七
五
四
年
に
初
版
一
○
○
部
が
発
行

さ
れ
た
。
そ
の
価
格
は
予
約
者
に
は
函
唱
旨
８
“
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
銅
版
者
へ
の
費
用
は
充
分
に
支
払
え
た
と
い
う
。

Ｗ
・
Ｓ
・
は
そ
の
序
文
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
挿
図
は
嗣
冒
且
嶌
が
二
五
図
を
画
き
、
自
分
の
門
人
で
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

の
解
剖
学
と
植
物
学
教
授
の
国
の
討
再
○
画
目
胃
再
（
一
七
一
三
’
一
七
八
九
）
が
二
図
を
画
い
た
。
図
三
七
と
三
九
は
画
ロ
。
忌
日
冨
且
に
よ
っ

て
画
か
れ
た
と
。
雪
Ｐ
ｚ
ぐ
シ
ｚ
閃
園
目
、
己
園
丙
》
の
著
者
］
Ｆ
・
日
９
日
ｇ
目
は
、
脚
ロ
ｏ
ｇ
ｑ
盲
目
と
は
ス
メ
リ
ー
自
身
の
こ
と
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。
ま
た
図
三
八
は
筆
者
不
明
で
あ
る
が
、
画
三
七
・
三
八
・
三
九
は
一
連
の
産
科
器
具
の
図
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
一
の
芸
術
家

（
Ｗ
・
Ｓ
・
の
こ
と
）
に
よ
っ
た
も
の
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
る
。

ｚ
の
ミ
ａ
旨
。
昼
（
一
七
八
五
）
以
後
は
、
図
表
が
四
○
図
と
な
っ
て
い
る
。
な
か
に
は
第
四
○
図
が
二
図
に
わ
か
れ
て
い
る
版
も
あ
る
。

初
版
の
み
シ
牙
茸
ｇ
シ
ご
胃
．
弓
凹
璽
③
い
、
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
牙
庁
の
古
体
字
で
は
な
く
て
ミ
ス
。
プ
リ
ン
ト
で
あ
る
。
巻
末
に
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℃

じ
も
の
が
エ
ジ
ン
雫
く
う
大
学
に
も
一
部
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
二
三
歳
の
時
の
自
画
像
と
異
り
、
三
○
数
年
の
ロ
ン
ド
ン
で
の
精
力
的
な
活
動
の

為
に
、
す
っ
か
り
体
力
・
気
力
を
消
耗
し
つ
く
し
た
状
態
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

⑦
ウ
ィ
リ
ア
ム
。
ス
メ
リ
ー
型
産
科
鉗
子
目
。
言
筐
８
日
の
冨
昌
函
２
日
・
罵
胃
閏
駕
。
暑
具
冨
昌
§
の
、

こ
の
博
物
館
は
ロ
ン
ド
ン
の
ｍ
ｇ
ｇ
８
冨
馬
２
日
の
四
・
五
階
の
全
フ
ロ
ア
を
占
め
て
い
る
。
古
今
東
西
の
数
あ
る
医
療
器
具
の
中
に
も

ス
メ
リ
ー
型
産
科
鉗
子
が
展
示
し
て
あ
っ
た
。
ｗ
・
Ｓ
・
も
初
期
の
う
ち
は
、
紐
や
鉤
等
を
使
用
し
て
い
た
が
、
産
科
鉗
子
に
は
特
に
関
心
を

い
だ
い
た
。
産
科
鉗
子
は
一
五
八
八
年
頃
、
田
①
§
⑦
冨
目
胃
儲
』
ｇ
兄
弟
が
発
明
し
て
以
来
、
百
数
十
年
を
経
て
お
り
、
か
つ
帝
王
切
開
が
一

般
化
し
て
い
な
か
っ
た
一
八
世
紀
初
頭
に
お
い
て
は
、
鉗
子
手
術
は
生
児
を
得
る
た
め
の
唯
一
の
手
術
で
あ
っ
た
。
し
か
し
器
具
の
不
備
・
用

法
の
未
熟
の
た
め
母
児
と
も
に
弊
害
が
多
か
っ
た
。
ｗ
・
Ｓ
・
の
門
弟
で
も
あ
る
ｗ
・
ハ
ン
タ
ー
は
全
生
涯
の
経
験
を
要
約
し
て
、
鉗
子
は
利

益
よ
り
も
禍
害
を
も
た
ら
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
し
て
Ｗ
・
Ｓ
・
以
前
は
産
科
鉗
子
は
チ
エ
ン
や
ハ
レ
ン
家
に
秘
匿
さ
れ
て
、
極
め
て
不
完
全

で
危
険
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ｗ
・
Ｓ
・
は
こ
れ
を
改
良
し
て
、
母
児
を
損
傷
し
な
い
も
の
に
し
よ
う
と
種
灸
の
工
夫
を
重
ね
た
。
ま
ず
小
さ
く
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ｗ
・
Ｓ
・
が
帰
郷
し
て
開
業
し
た
時
に
は
、
学
位
は
勿
論
何
の
ラ
イ
セ
ン
ス
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
当
時
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お

い
て
は
実
地
開
業
医
家
に
は
、
そ
れ
ら
は
必
要
な
か
っ
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
四
つ
の
医
学
校
（
ｇ
の
ａ
①
ｇ
）
Ｑ
煙
猪
。
冬
》
毘
冒
宮
司
響
．
聾
．

シ
冒
号
２
”
）
は
、
何
れ
も
一
八
世
紀
の
初
め
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
例
え
ば
エ
ジ
ン
、
ハ
ラ
大
学
も
一
五
八
三
年
に
創
立
さ
れ
た
が
、
医
学
部
は
一
七

二
六
年
に
な
っ
て
漸
く
発
足
し
、
そ
の
三
年
後
に
小
病
院
が
開
設
さ
れ
た
。
初
期
は
化
学
・
植
物
学
・
解
剖
学
・
生
理
学
は
教
育
し
て
い
た

が
、
医
学
の
組
織
的
な
教
育
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
当
時
は
医
学
を
学
ぶ
た
め
に
は
、
特
別
に
恵
ま
れ
た
人
は
ラ
イ
デ
ン
か
パ
リ
ー
に
留
学
し

た
が
、
そ
の
経
費
は
非
常
に
高
額
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
大
学
で
教
育
を
受
け
た
医
師
の
診
察
料
・
治
療
費
は
非
常
に
高
価
で
あ
っ
た
。
従
っ

て
彼
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
の
出
来
る
の
は
、
ご
く
限
ら
れ
た
エ
リ
ー
ト
階
級
だ
け
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
一
七
九
○
年
、
チ
ュ
ー
リ
ッ

ヒ
で
は
大
学
卒
医
師
四
人
に
対
し
、
理
髪
外
科
医
は
三
四
人
も
い
た
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
大
都
会
を
除
く
と
、
一
九
世
紀

ま
で
つ
づ
い
た
。
こ
れ
を
象
て
も
わ
か
る
通
り
、
医
師
を
志
す
一
般
の
人
は
ｗ
・
Ｓ
・
が
歩
ん
だ
の
と
同
じ
様
に
、
著
名
医
家
に
徒
弟
奉
公
し

科
外
科
医
会
会
長
に
な
っ
た
。

五
、
ゥ
イ
リ
ァ
ム
・
ス
メ
リ
ー
の
受
け
た
教
育

Ｗ
・
Ｓ
・
の
う
け
た
職
業
教
育
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
に
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
不
明
な
部
分
が
多
い
と
伝
記
作
家
は
書
い
て
い
る
。

彼
は
ラ
ナ
ー
ク
の
グ
ラ
マ
ス
ク
ー
ル
で
ラ
テ
ン
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
も
学
ん
だ
。
ま
た
美
術
に
も
長
じ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
卒
業
後
ラ
ナ
ー

ク
の
開
業
医
乏
晨
画
日
冒
怪
唾
ま
た
は
冨
農
目
曾
再
目
。
厨
の
］
の
ど
ち
ら
か
に
薬
剤
師
の
見
習
生
と
し
て
徒
弟
入
門
し
た
。
何
年
か
の
後
に

グ
ラ
ス
ゴ
ー
に
行
き
、
外
科
医
己
尉
．
芳
冒
の
Ｃ
ａ
Ｏ
目
に
徒
弟
奉
公
し
て
（
§
胃
の
目
８
）
医
学
を
学
ん
だ
。
ｏ
ｏ
ａ
ｏ
旨
は
後
に
学
位
を
得
て
内

軽
量
に
し
た
。
次
に
前
後
の
雪
曲
を
作
っ
て
骨
盤
腔
に
合
致
す
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
金
属
に
よ
る
軟
部
組
織
の
損
傷
を
少
く
す
る
た
め
、
木

製
の
鉗
子
を
作
っ
た
り
、
金
属
の
外
側
を
レ
ザ
ー
で
巻
い
た
。
今
も
被
覆
さ
れ
た
レ
ザ
ー
が
僅
に
残
っ
て
い
る
鉗
子
を
、
こ
の
博
物
館
で
見
る

こ
と
が
出
来
た
。
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て
医
学
を
修
業
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。

六
、
ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ス
メ
リ
ー
の
人
物
像

ラ
ナ
ー
ク
で
の
く
筐
侭
の
ｐ
ｏ
ｏ
８
境
と
し
て
の
生
活
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
一
八
五
八
年
エ
ジ
ン
や
ハ
ラ
に
お
け
る
英
国
医
師
会
の
会
合
に
お

い
て
、
会
長
の
像
獄
］
影
像
日
冨
ｏ
目
は
次
の
様
な
演
説
を
行
っ
た
。

「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
メ
リ
ー
は
村
医
と
し
て
実
地
診
療
に
よ
る
と
同
時
に
、
服
地
商
人
と
し
て
の
店
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
乏
し
い
収

入
の
不
足
を
補
っ
た
：
：
：
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
長
い
き
び
し
い
年
月
の
間
に
も
、
彼
は
自
己
の
鍛
錬
に
き
び
し
く
、
彼
が
借
り
る
こ
と
の
で
き

た
医
学
書
を
読
む
こ
と
に
特
に
い
そ
が
し
か
っ
た
」
と
。

し
か
し
葛
筐
冒
Ｂ
ｍ
ｇ
の
罠
。
の
著
者
罰
・
葛
．
旨
冒
“
８
目
の
は
、
シ
ソ
。
フ
ソ
ソ
の
発
言
は
ス
メ
リ
ー
に
対
し
て
失
礼
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

ラ
ナ
ー
ク
は
今
で
は
そ
の
北
部
に
石
炭
が
産
出
さ
れ
て
工
業
も
発
達
し
て
い
る
が
、
一
八
世
紀
前
半
で
は
牧
畜
以
外
に
は
特
別
の
産
業
も
な

か
っ
た
。
今
も
誓
侭
ｇ
侭
①
目
を
中
心
と
し
た
旧
市
街
は
、
閑
散
と
し
た
田
舎
町
で
あ
り
、
周
辺
は
殆
ど
牧
草
地
で
あ
る
。

ｗ
・
Ｓ
・
の
村
医
と
し
て
の
生
活
は
経
済
的
に
は
相
当
苦
し
か
っ
た
と
推
測
す
る
。
賀
川
玄
悦
が
生
計
の
た
め
に
古
鉄
業
を
商
い
な
が
ら
産

科
を
実
地
に
講
究
し
た
よ
う
に
、
ｗ
・
Ｓ
・
も
兼
業
と
し
て
衣
服
商
を
営
み
家
計
を
助
け
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

ま
た
ｗ
・
Ｓ
・
が
、
四
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
郷
里
を
後
に
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
進
出
し
た
原
因
は
何
で
あ
っ
た
か
。
単
に
向
学
心
と
探
求
心
を

満
す
だ
け
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
玄
悦
も
年
、
壮
に
し
て
彦
根
か
ら
京
都
に
移
り
住
ん
だ
。
玄
悦
は
庶
子
の
身
分
で
あ
っ
た
た
め
郷
里
で
は
容
れ

ら
れ
ず
、
二
度
と
彦
根
に
は
帰
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
ｗ
・
Ｓ
・
は
二
○
年
の
後
、
疲
れ
病
ん
だ
身
で
郷
里
に
終
焉
の
地
を
求
め
て
帰
っ
て
行

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
田
舎
出
身
の
Ｗ
・
Ｓ
・
に
と
っ
て
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
生
活
は
恐
ら
く
緊
張
の
連
続
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
れ
は
彼
の
銅

版
肖
像
画
及
び
早
す
ぎ
た
隠
退
を
考
え
れ
ば
よ
く
わ
か
る
。
五
六
歳
の
ス
メ
リ
ー
は
単
な
る
病
身
以
上
に
精
神
を
消
耗
し
て
い
る
よ
う
に
思
え

つ

こ
◎
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意
を
表
し
ま
す
。

稿
を
終
る
に
当
り
、
ラ
ナ
ー
ク
及
び
ロ
ン
ド
ン
探
訪
に
際
し
種
々
の
御
便
宜
を
い
た
だ
い
た
グ
ラ
ス
・
コ
ー
の
閃
。
旨
一
目
守
日
凹
昌
の
胃
．

雷
・
葛
．
９
葛
》
ラ
ナ
ー
ク
の
葛
員
伊
展
員
、
冨
国
Ｆ
自
国
冨
画
昌
○
屈
辰
旧
国
○
階
目
シ
Ｆ
の
胃
、
言
．
目
国
四
目
畠
】
ロ
ン
ド
ン
の
葛
の
岸
。
日
の

目
畠
目
蔚
の
冒
弓
．
固
自
．
甲
①
①
日
脚
国
〉
、
鳥
目
８
冨
易
２
日
の
目
．
。
際
一
口
ロ
①
局
）
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
館
長
青
木
允
夫
博
士
並
び
に
論

文
作
成
に
当
り
種
々
御
指
導
と
助
言
を
い
た
だ
い
た
石
原
力
博
士
・
武
藤
埼
一
郎
博
士
・
酒
井
シ
ヅ
博
士
・
蔵
方
宏
昌
博
士
に
対
し
深
甚
の
謝

ウ
ィ
リ
ァ
ム
・
ス
メ
リ
ー
の
郷
里
ラ
ナ
ー
ク
を
探
訪
し
た
機
会
に
、
見
聞
し
え
た
遺
跡
・
資
料
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
業
績
と
人
物

像
の
一
端
に
ふ
れ
た
次
第
で
あ
る
。

し
か
し
Ｗ
・
Ｓ
・
に
と
っ
て
も
玄
悦
に
と
っ
て
も
、
そ
の
業
績
を
考
え
る
う
え
で
は
、
時
の
運
が
非
常
に
幸
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

彼
ら
の
出
生
す
る
以
前
、
即
ち
十
七
世
紀
末
ま
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
で
も
日
本
で
も
、
た
と
え
産
科
医
と
い
え
ど
も
男
性
が
女
性
の
身
体
に
直
接

触
れ
る
こ
と
は
殆
ど
不
可
能
で
あ
り
、
難
産
の
際
に
男
性
医
師
を
招
く
と
、
と
か
く
の
風
評
を
ひ
き
お
こ
し
た
。
し
か
し
科
学
の
進
歩
は
人
間

の
思
想
や
倫
理
感
を
も
変
え
る
こ
と
を
余
儀
な
く
す
る
。
そ
の
た
め
玄
悦
が
行
っ
た
の
と
同
様
に
、
ｗ
・
Ｓ
・
も
貧
し
い
妊
婦
に
直
接
タ
ッ
チ

し
て
妊
娠
分
娩
経
過
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
産
科
学
の
研
究
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
正
常
胎
位
・
分
娩
機
転
の
解
明
・

骨
盤
結
合
線
の
測
定
・
産
科
鉗
子
の
改
良
・
骨
盤
位
娩
出
法
（
フ
ァ
イ
ト
・
ス
メ
リ
ー
法
）
等
々
の
大
き
な
業
績
を
残
す
こ
と
が
出
来
た
。

ｗ
・
Ｓ
・
に
は
子
供
が
な
か
っ
た
た
め
か
、
財
産
の
一
部
を
妻
の
姪
に
残
し
た
以
外
は
、
遺
品
の
す
べ
て
を
郷
里
の
公
立
学
校
に
寄
贈
し
た
。

る
0本

論
文
の
要
旨
は
昭
和
五
九
年
二
月
、
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
秋
季
大
会
お
よ
び
昭
和
六
○
年
二
月
、
日
本
医
史
学
会
例
会
に
お
い
て

七
、
む
す
び
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し
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。
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）
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）
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）

（
６
）

（
７
）
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）

（
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（
皿
）

（
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）

（
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）

（
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（
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）

（
珀
）

（
鋤
）

文
献

一
急
壹
四
目
野
口
の
豪
①
画
巨
．
己
．
ご
く
］
○
ず
口
の
旨
曽
９
〕
届
⑨
鋸
⑦
匿
侭
Ｏ
葛
．

星
言
罠
胃
ご
ｍ
日
①
罠
の
〉
弓
写
①
冒
陪
厨
司
呉
国
凰
房
ロ
冒
甘
貸
々
』
庁
ご
》
び
く
閃
。
ご
く
，
］
○
ケ
畠
８
目
①
〉
ご
認
》
Ｐ
Ｃ
己
○
○
目

弓
冨
Ｑ
〕
蝕
日
斤
門
』
①
易
四
目
巳
昌
の
巨
箆
乏
静
昌
田
○
月
８
ｍ
》
す
ぐ
］
・
国
．
シ
ご
農
昌
函
）
届
司
．
シ
旨
、
、
弔
詞
固
め
の
胃
ｚ
ｐ

門
馬
国
３
旨
・
酌
）
シ
国
営
○
昌
具
昌
巴
冨
国
⑦
旨
砕
○
二
画
目
ｇ
》
ず
冠
ご
画
く
匙
国
沙
貝
〕
言
○
口
》
患
曽
》
固
ら
【
〕
唱
目
響
．

］
シ
ｚ
ぐ
シ
ｚ
閃
電
冒
、
ロ
閏
尿
）
言
①
島
８
］
シ
昌
降
○
局
言
胃
国
噸
胃
①
の
昌
苛
○
の
昌
昌
言
》
ず
く
］
○
ゴ
ロ
Ｆ
，
目
言
胃
・
昌
○
ご
》
己
隠
．
ｚ
①
芝
匿
○
鼻
．

国
匹
冒
ず
巨
侭
ゴ
ロ
ョ
ぐ
日
昌
宮
〕
す
ぐ
閃
皇
蜀
○
○
言
ご
回
国
四
目
Ｑ
国
昌
８
国
○
巨
口
、
〕
］
の
鶴
》
国
旦
旨
客
巨
昏
．

国
○
日
国
胃
ず
ｑ
‐
の
巨
侭
①
○
口
日
冨
Ｏ
ｇ
ｑ
ロ
ロ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
門
〕
す
ぐ
国
固
く
冒
国
．
国
鳥
①
鳥
目
目
盲
》
罰
ロ
］
］
．
西
宮
．
旨
ａ
．
ご
望
〕
認
印
鯉
ｍ
Ｉ
ｍ
麗

弓
篇
乏
些
８
日
⑦
目
印
昏
昌
①
昏
司
号
の
国
冒
Ｏ
ｑ
具
冨
＆
片
目
①
、

ｐ
Ｈ
．
芝
筐
旨
自
国
匡
貝
の
爵
巨
易
①
巨
冒
〉
国
四
碕
○
ミ
ロ
且
ぐ
．
○
国
．
卑
○
鼻
．

シ
ｚ
弓
目
ｐ
〔
〕
国
冒
国
口
胃
○
シ
Ｆ
胃
ｚ
の
円
閃
ご
冒
固
ｚ
弓
、
）
ず
蛍
園
房
四
胃
昏
罰
の
ロ
ロ
一
○
目
〉
岳
忌
》
Ｆ
ｇ
匙
○
国
．

国
営
○
ご
具
○
官
房
ａ
ｎ
碗
・
忌
困
〕
国
島
詳
＆
す
ぐ
自
画
Ｎ
○
○
唱
弓
的
〕
冨
胃
巨
国
の
己
○
○
日
目
ご
く
、

久
慈
直
太
郎
産
科
手
術
学
昭
二
七
日
本
医
書
出
版
株
式
会
社

巴
陵
宣
祐
産
婦
人
科
の
歴
史
（
西
洋
編
）
日
本
産
婦
人
科
全
書
第
一
巻
昭
一
三
金
原
出
版
株
式
会
社

阿
知
波
五
郎
へ
ル
マ
ン
。
フ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
エ
そ
の
生
涯
・
思
想
・
わ
が
蘭
学
へ
の
影
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昭
四
四
緒
方
書
店

杉
立
義
一
賀
川
玄
悦
と
賀
川
流
産
科
『
復
刻
産
論
」
昭
五
二
出
版
科
学
研
究
所

宗
田
一
ス
メ
リ
ー
の
産
科
書
と
杉
田
玄
白
『
没
後
二
百
年
記
念
賀
川
玄
悦
』
昭
五
三
賀
川
玄
悦
顕
彰
会

杉
立
義
一
京
都
の
医
学
史
（
産
科
篇
）
昭
五
三
京
都
府
医
師
会

蔵
方
宏
昌
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
メ
リ
ー
著
『
解
剖
図
表
』
に
つ
い
て
の
検
討
⑩
②
③
『
科
学
医
学
資
料
研
究
』
（
八
三
号
．
八
五
号
．
八
九
号
）

小
南
遊
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
メ
リ
ー
の
手
『
日
本
医
事
新
報
』
三
○
五
八
号
（
昭
和
五
七
年
一
二
月
）

図
説
産
婦
人
科
学
の
歴
史
国
少
罰
○
Ｆ
己
電
画
国
両
目
石
原
力
翻
訳
昭
五
七
エ
ン
タ
。
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RelicsandabriefhistoryofWilliamSmellie

bv

YoshikazuSUGITATSU

WilliamSmelliewasborninLanark,Scotlandinl697anddiedthereinl763.Heworkedasa

practitionerofobstetricsandtaughtmidwifbryinLondonfifoml739tol759.Hebecameknownas

"TheMasterofBritishMidwifbry''.

<<ASetofAnatomicalTables'',whichwaswrittenbySmellieandpublishedinLondonl754・was
グ

importedtoJapanonboardaDUtchshiparoundl770.

ThatbookcontributedtothedevelopmentofobstetricsinJapan.

IvisitedScotlandandLondoninthelatterpartofAprilandearlyMay,1984,duringwhichtime
IwasabletoseevariousrelicsandhistoricalmaterialsrelatingtoWilliamSmellie.

Theyareasfbllows:

1.TheWilliamSmellieMemorialHospitalinLanark.

2.WilliamSmellie'sgraveinthegraveyardofSt.Kentigern'schurchinLanark.

3.WilliamSmellielibraryintheLindsaylnstituteinLanark.
’

4.SmylluminLanarkwherehediedinl763.

（
の
四
）



ASelfportraitatage23.(RoyalCollegeofSurgeonsofEdinburgh)

AnEngravedportraitatage56.(RoyalColleJofPhysiciansofLondon)

GGASetofAnatomicalTableg'(TheWellcomelnstituteinLondon)

VariousobstetricalinstrumentswhichwereinventedbyWilliamSmellie(TheScienceMuseum

inLondon)
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